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1　 この実践報告の 目的

　こ の 実践報告で は 、 経営学お よび そ の 関連諸学の 入 門的 な部分 を英語 で 学ぶ こ とを 目的

と した授業 （対象は経営学部 2 年生 ）にお け る、教材作成 お よび 指導に つ い て 報告す る。

こ の 実践報告が扱 う問題 は、以 下の 3 つ の 領域に あ る 。

　（1）EAP の 実践 ：　 大 学教育に お け る英語教育の 新 しい 役割 の 探求

　　大学英語教育学会（1992）は 、大学 に お け る英語教 育の 役割 に つ い て 、「専門教育 に とっ

　て の 基礎教育的機能 」と 「中等教育段階で の 学習機能の 完成教育的機能」を果 たす べ き、

　と提言 してい る（p．6）。 こ の 実践 は、こ こ で言 うとこ ろの 「専門教育に と っ て の 基 礎 教育

　的機能」 を追 求す る 1 っ の 試 み と して 、 経営学部学生 の 学問的 ニ
ーズ に合 っ た英語教育

　の あ り方 を追求す る もの で あ り、
English　for　Academic 　Purposes の 実践の 1 っ の あ り

　方 を追求する もの で あ る 。

　（2） コ ン テ ン ト・ア プ ロ
ーチ （CBI）の 実践

　　こ の 実践は具体的に は 、経営学部学生の 専門分野 に含まれ る内容 を 2 年生 にふ さわ し

　い 形 で 、英語で 学 ばせ るた め の 手 立て を探求 し よ うとして い る。こ の 点で 、
コ ン テ ン ト ・

　ア プ ロ ーチ （Content−based　Language　Instruction）の
一

つ の あ り方 を探求 す る もの で

　もある 。

　（3）メデ ィア 英語 の 有効な活用

　　こ の 実践は さ らに 、 経営学部所属の 学生 の 学問的ニ ーズ に 合 っ た英語教育 とい う観点

　か らメ デ ィ ア 英語の 有効な活用法 を探求 して い る 。

2　 対象学生および教育環境

2，1 対象学生

　対象学生 は 、2004 年度 、2005 年度に、北海学園大学経営学部 2 年生 対象選択科 目 「リ

ー
デ ィ ン グス トラテ ジーB 」 を受講 した学生、合計約 140 人 で あ る。彼 らの 英語 力は平均

的大学生 の レ ベ ル で あ る 。 選 択 科 目を受講 して い る、 とい う点で比 較的高く動機付 け られ

てい る と言 え る 。

2．2　実践の教育環境 ： 北海学園大学経営学部 「総合実践英語」

　 こ の 実践は 、 北海学園大学経営学部の 独 自の 英語教育プ ロ グ ラ ム で あ る 「総合実践英語」

の 中の 「リーディ ン グ ス トラテ ジーB 」 に お い て行 われた 。
「総合実践英語」 は 、 従来の 一

般英語 とは異な り、次の 4 っ の 特徴 を持 つ 英語 の 科 目群で あ る 。

　 （1） ESP ！EAP （専門科 目の 学習 ・研究お よび就職後に役 立 つ 英語 の 学習）

　 （2）　 4 技能を統合 した 学習
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（3） コ ン ピ ュ
ー

タ を利用 した授業 と学習

（4） 習熟度別 ク ラ ス 編成

3 　 実　践

3．1 教材の構成

　教材 の 構成は次 の よ うに した 。

　（1） 経営学お よび 関連諸学の 代表的な分野 の キー
概念 を概説 した英文 の ア ン ソ ロ ジ ー

　（2） それぞれ の トピ ッ ク に 関連 した英文経済 ビ ジネ ス 記事

　（3） 内容理解確認の ワ
ー

ク シ
ー ト

　（4） 理論 と実例 の 関係 を考察 した ライ テ ィ ン グ課題 （レ ポー トま た は エ ッ セ イ）

3．2　 トピッ クの 選 定

　 トピ ッ クの 選定は 、右表

の とお りで ある。 ビ ジネ ス

ス クール で は コ ア 科 目 とし

て 扱われ る 分野で あ る 。

3．　3 指導の 流れ

　経営学お よ び 関連諸分野

の 基本概念 を英語で 学ぶ 、

とい うとい わゆ る 「外書講

読」 をイ メー ジ され るが 、

Chapter　1，
Chapter　2，
Chapter　3．
Chapter　4．
Chapter　5．
Chapter　6．
Chapter　7．
Chapter　8．
Chapter　9．
Chapter　10．
Chapter　11．

Ma 皿agement

Operations
Marketing　and 　Marketing　Research
MarketiIlg　Mix 　and 　Advertisement
Accounting
Economics
Organizational　Behavior 　and 　Psychology
Strategy
Business　Ethics
Communication 　in　Business
Global　Business

本実践 は 「読ん で 、訳 して 、解説 して 終わ る 」 とい う外書購読は ま っ た く異なる。特 に、

い わ ゆる訳読は しなか っ た とい うこ とを明記 してお き たい
。 上 記 の 教材の 構成に従い

、 （1）

論理構成を把 握 させ るた めの ワ
ー ク シ

ー トへ の 取 り組み 、（2）内容理解の た めの 英問英答、

（3）よ り深 い 理解の た めの 英語で の ミ ニ レ ク チ ャ
ー

、 （4）読解に 基づ い た ライ テ ィ ン グ活 動 、

4 っ を柱 と した 指導過程 とした
。 特 に ライ テ ィ ン グ活動 は 、 ケ ー

ス ・ス タディ
ー的な活動

で あ る 。

4 　結果と考察

　こ の 実践か ら得 られ た成果 、学生に よる授業評価 、 明 らか に な っ た 今後の 課題 な どの 詳

細は 、 発表時に 明 らかに す る 。 観点 と して は 、 （1）EAP お よび CBI の た めの 教材 開発 の あ

りか た、（2）EAP お よび CBI にお ける教員の 役割、（3）4 技能を統合 した授業 の あ り方、（4）

メデ ィア 英語 の 利用 法 、 な どが ある。
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